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１. 業績予想の修正について

平成25年３月期 第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正  (平成24年４月１日～平成24年９月30日) (単位:百万円)

修正いたしましたので、お知らせいたします。

記

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり四半期
純利益 （単位：円）

最 近 の 業 績 動 向 を 踏 ま え 、 平 成 24 年 ５ 月 18 日 に 公 表 の 第 ２ 四 半 期 業 績 予 想 を 、 下 記 の と お り

（％）

ご 参 考 : 前 期 第 ２ 四 半 期 実 績
( 平 成 24 年 ３ 月 期 第 ２ 四 半 期 ) 4,921 △ 854 △ 1,223 △ 1,380

△ 442 ―

△ 90.08

増 減 率 31.2 ― ― ― ―

前 回 発 表 予 想 (A) 4,400

増 減 額 (B-A) 1,373 △ 144 △ 421

今 回 発 表 予 想 (B) 5,773 △ 414 △ 681 △ 702 △ 45.84

売 高 営業利益 経常利益

△ 270 △ 260 △ 260 △ 16.97

半期純利益 純利益 （単位：円）

平成25年３月期 第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正  (平成24年４月１日～平成24年９月30日) (単位:百万円)

（％）増 減 率 △ 2.0 ― ― ― ―

増 減 額 (B-A) △ 74 132 0 △ 2 ―

今 回 発 表 予 想 (B) 3,625 △ 237 △ 359 △ 367 △ 24.01

前 回 発 表 予 想 (A) 3,700 △ 370 △ 360 △ 365 △ 23.81

営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり四半期
純利益 （単位：円）売上高

２. 業績予想の修正理由

（1） 第２四半期業績

① 連結

第２四半期連結累計期間の売上高は、当初の予定から低迷した欧州市場に対し、北米市場は

ご 参 考 : 前 期 第 ２ 四 半 期 実 績
( 平 成 24 年 ３ 月 期 第 ２ 四 半 期 ) 3,216 △ 704 △ 969 △ 975 △ 63.68

② 個別

影 響 を 受 け 、 前 回 予 想 の ２ 億 70 百 万 円 の 損 失 が ４ 億 14 百 万 円 の 損 失 、 経 常 利 益 は 、 為 替 差 損

３億 16百 万円 を計 上し た た め、 前回 予想 の２ 億60 百万 円の 損失 が６ 億81 百万 円の 損失 、四 半期

純 利 益 は 、 前 回 予 想 の ２ 億 60 百 万 円 の 損 失 が ７ 億 ２ 百 万 円 の 損 失 と な る 見 込 み で あ り ま す 。

営業利益は、売上高の増加はありましたが、欧州における原価の圧迫や価格競争の激化による

大 幅 な 伸 び を 見 せ 、 前 回 予 想 の 44 億 円 を 31.2 ％ 上 回 る 57 億 73 百 万 円 と な る 見 込 み で あ り ま す 。

② 個別

３億67百万円の損失となる見込みであります。

営業利益は、収益構造改革の成果が出始め、前回予想の３億70百万円の損失が２億37百万円

第２四半期個別累計期間の売上高は、米国への販売は好調に推移しましたが、欧州への販売

経 常 利 益 は 、 前 回 予 想 の ３ 億 60 百 万 円 の 損 失 が ３ 億 59 百 万 円 の 損 失 、 四 半 期 純 利 益 は 、

は 低 迷 し 、 前 回 予 想 の 37 億 円 を 2.0 ％ 下 回 る 36 億 25 百 万 円 と な る 見 込 み で あ り ま す 。

の損失となる見込であります。

億 百 損失 見 あり す。



（2） 通期の業績予想について

日 本 経 済 は 、 震 災 か ら の 復 旧 及 び 政 策 効 果 な ど で 緩 や か に 回 復 し て き ま し た が 、 長 引 く 円 高

や 外 需 の 減 速 な ど 景 気 の 先 行 き に 不 透 明 感 を 残 し 、 ま た 海 外 経 済 は 、 欧 州 債 務 危 機 問 題 を

巡 る 不 確 実 性 が 依 然 と し て 高 く 、 成 長 著 し か っ た 新 興 国 へ も 影 響 を 及 ぼ す な ど 、 先 行 き は 厳 し く

の よ う な 状 況 の 下 当 社 グ プ を 取 り 巻 く 環 境 は 北 米 市 場 が 回 復 基 調 に あ り ま す が

予断を許さない状況にあります。

されます。

置くこと といたし まし た。今後 、修 正が 必要 と判 断さ れた 場合 には 、速 やか に公 表す るこ とと いた

します

不 透 明 な 要 素 が 多 い こ と か ら 、 現 段 階 に お き ま し て は 平 成 24 年 ５ 月 18 日 公 表 の 予 想 数 値 を 据 え

通期の業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間の実績を含め検討した結果、先行き

こ の よ う な 状 況 の 下 、 当 社 グ ル ー プ を 取 り 巻 く 環 境 は 、 北 米 市 場 が 回 復 基 調 に あ り ま す が 、

円 高 の 持 続 や 欧 州 市 場 の 低 迷 に よ り 、 世 界 マ ー ケ ッ ト は 引 き 続 き 厳 し い 状 況 が 続 く こ と が 予 想

３. 営業外収益・費用の発生について

（1） 営業外収益・費用の内容

します。

平成25年３月期 第２四半期連結累計期間におきまして、為替差損３億16百万円を営業外費用

ま た 、 平 成 25 年 ３ 月 期 第 ２ 四 半 期 累 計 期 間 に お き ま し て 、 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 １ 億 57 百 万 円 を

に計上いたします。

４. 配当予想について

なお、上記の金額は、平成25年３月期 第２四半期末時点での為替相場による換算差損益であり、

配当予想につきましては、公表済みの予想に変更はありません。

営業外収益に、為替差損３億16百万円を営業外費用にそれぞれ計上いたします。

平成25年３月期 決算におきましては、期末日の時価により、これらの額は変動いたします。

( 業績予想に関する留意事項 )

ものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありますが、修正の

必要が生じた場合には、速やかに開示を行う予定であります。

以 上

上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

以 上


